
り″ 碑 ジメントの手順で記述
総合技術監理部門は技術士の21部門の一つだが、他部門と求められる能力が異なる。他

部門の二次試験のように受験しても、合格は難しい。大きな違いは、複数の分野にわた

る複合的な問題を、並列に解決する必要があること。優先順位を決めて対策を示すこと

が求められる。つまリリスクマネジメントだ。解答は、リスクマネジメントの手順に従つ

て記述していけばよい。(本誌)

大脇テクノコンサルタント代表

大脇 好男

今回は、総合技術監理部門 (以下、

総監部門)の受験の要点および論文

構成と添削例を紹介する。

総監部門は、これ以外の部門の合

格者が、過去に受験した部門と同じ

準備をして挑戦しても合格は見えな

い。技術士試験の21部門の一つで

はあるが、他部門とは求められる能

力が異なるからだ。

総監以外の部門の二次試験では、

特定されたオ支術的な問題点について

種々の対策を考え、解決すればよ

かった。ところが、総竪諦БF]は複数

の問題点を同時に解決しなければな

らない。

問題を解決するには、経済や安

全、人的資源、情報、社会環境など

に対する複数の視点が必要となる。

一方を重視すればもう一方を犠牲に

しなければならないものもあるが、

犠牲となる部分にも対策は必要にな

る。それを実行するのが、総監部門

のキ節 士だ。

総監部門の受験者の多くは、日々

の業務のなかで、総合技術監理と言

える業務を実施している。プロジェ

クトのリーダーであれば、納期や工

期に間に合わせるために、作業員を

増員したり、休日出勤などによつて

対応し、その期間の休暇を代休や後

でまとめて取得させたりして業務を

進めているはずだ。

日常的に実施している業務の内容

を、総監部門の試験で求められる解

答手法で整理して臨めば、合格は見

えてくる。

総監部門技術者の立場と業務内容

総監部門の受験資格は、総監以外

の部門に比べて必要な経験年数が3

年長く、イ也部門より上位にランクさ

れるものと考えられる。受験資格の

詳細については、日本技術士会の

ホームページに掲載されている。ま

た受験者は、日常業務で以下の3種

類の立場であることが望ましい。

(1)あ るプロジェクトのリーダーで、

総括的な管理を実施

(2)複数のプロジエクトを抱える組

織の長

(3)経営者

前述のように、総監以外の部門の

受験は、業務遂行上の課題を抽出

し、その解決について高度な技術的

対応能力を示せばよい。しかし、総

監部門は一つの言果題を解決するに当

たって、総合技術監理に関する技術

体系に位置付けられた複数の分野に

わたる複合的な問題を、並列に解決

していく必要がある。

実務では、業務を進めるために相

互に関連する多くの問題があり、ど

の問題から優先して進めていくとい

うマニュアルが存在するわけではな

い。その実務ごとに優先するものが

あるはずだ。

総合技術監理とは、その優先順位

を決めて実施するときに用いる技術

であり、これを実施するには相応の

立場と多くの経験が必要なのだ。

具体的な総合技術監理の技術は、

いわゆる「青本」と呼ばれる唯一の

公式のテキスト(正式には「技術士

制度における総合技術監理部門の技

術体系 [第 2版 ]、 2004年 1月 日本

技術士会発行」)に体系的にまとめら

れている。筆記試験の五肢択一式問

題は、青本から多く出題されてお

り、必ず読み解いてほしい。

記述式試験の出題傾向と対策

08年度以降の試験では、記述式

は次のパターンで出題されている。

種々のプロジェクトや業務を進め



るうえでは「不測の事態」が発生す

る。よって、それらを予見・検討し、

対策を展開する。それには、総合技

術監理の「経済性管理」、「安全管

理」、「人的資源管理」、「情報管理」、

「社会環境管理」の五つの管理技術

の視点が必要だ。

以上の前提を踏まえ、プロジェク

トや業務を特定して出題される。設

間 1はプロジェクトや業務の概要と

与条件について、設間2は「不測の

事態」の内容、設間3は上記の「不

測の事態」への対応を、それぞれ記

述する。

09年度以前は、「あなたが経験し

た、または、知見を持つプロジェク

トや業務」について出題された。と

ころが、10年度以降は、自分の経

験を書かせるものではなくなり、例

示されたプロジェクトをテーマとし

て書かせるものとなった。

出題が、経験のないプロジェクト

を想定して設間に答えるというスタ

イルに変わり、難易度が上がったと

感じる受験者もいると思う。ただ

し、前述のように設間のパターンは

ここ数年変わっていない。

筆記試験で求められるのは課題解

決能力と応用能力であり、自ら経験

していないことでも解答できるのが

総監部門の技術士だ。今年も、ここ

2年の出題パターンを踏襲した出題

になると思われる。出題傾向が明ら

かであれば、受験対策もしやすい。

リスクマネジメントを理解する

総監部門に求められているのは、

種々の問題の解決に、それらの優先

■ リスクマネジメントの手順

リスク対応方針の決定 何を優先するのか
▼

リスクの抽出

▼

リスクの分析

▼

リスクの評価

▼

リスクヘの対策

順位を決めて実施するオ支術であり、

これはリスクマネジメントの手法

だ。種々の問題をリスクと捉え、リ

スクマネジメントの手法を用いて解

決する。

記述式の論文構成は、上の図に示

したように、リスク対応方針の決

定、リスクの抽出、リスクの分析、

リスクの評価、リスクヘの対策とい

う川頁序で論述する。

ただし、記述式では出題文に解答

方法が示される。必ずしもリスクマ

ネジメントの用語で表記する必要は

なく、内容がリスクマネジメントに

なっていればよい。さらに、 リスク
低減対策では総合技術監理の五つの

管理技術を用いるが、これも出題文

で指定がなければ、用語を記述する

必要はない。

68ページに11年度の記述式問題

と答案のまとめ方の例を示した。間

題文全体を読み、これはリスクマネ

ジメントで解答するのが良策だと判

断できると思う。

出題の傾向で書いたが、これもパ

ターン化した出題だ。各設間で求め

られている課題に、応用能力を駆使

して確実に答えなければ高得点は得

られない。実務系の受験者は関わつ

[:[liii[]:||[[:コ ""ト
回避、低減、移転、保有を決める

た経験のあるプロジェクトを、また

はその規模を膨らませて想定すれば

よい。

五つの管理技術に対応させて記述

69ページに上記の論文の構成と

コメントおよび添削例を示した。こ

の論文例では、設間 (3)に答えて、

リスクマネジメントを用いて五つの

管理技術からリスク対策を導き出し

ている。

リスク対策の前には、リスクの評

価、リスク分析がある。よって、設

問 (2)で リスクの抽出を、設問 (3)

の五つの管理技術に対応させ記述し

ている。

さらに、リスクマネジメントでは

リスク対応方針が必要であり、設問

(2)の リスクから決定している。リ

スク対応方針は、 トレードオフの関
係となるリスク低減対策の優先順位

を解決する意思決定の指標となる。

これらの全ての設間に、読み解き答

える課題解決能力と応用能力が必要

となる。

受験時は、あらかじめ問題用紙の

余白に、リスク抽出からリスク対策

に至るリスク表を作成することだ。

これにより、手順漏れを防ぐことが



■ 2011年度記述式試験問題と答案のまとめ方

癬築辟 誓僅璽F樋断馨猟夢  菫
などにおいては、東北地方に留まらず、日本各地や海外にまで各種の影響が及んでいる。

[続聰翼黎又は縁贔釉祓炒冨
た際に影響を緩和するような工夫は不可欠な時代である。

上記の状況を踏まえて、以下のプロジェクトに関する事業モデルのケースI又はケースⅡのいずれか1つを選

び、当該プロジェクトを提案する立場で、総合技術監理の視点から(1)～ (3)の問いに答えよ。ここでいう総合技

術監理を構成する管理分野とは、「経済性管理」、「安全管理」、「人的資源管理」、「情報管理」、
「社会環境

管理」の5つを言う。(問いごとに答実用紙を替えて、それぞれ指示された枚数以内にまとめること。)

ケース プロジェクトタイプ事業 モデル概略 あなたの所属

I ある製品の生産・販売
の実施に関する提案

製品の加工。組み立て工場を立ち上げ、継続的に製品を

製造し顧客に納入を行う。なお、製造に必要な原材料や

部品などはそれぞれ外部から調達するものとする。

左記の加工・組立事

業をイ予う企業Aに所

属するものとする。

Ⅱ 大規模構造物の建設
に関する提案

完成後自ら維持、利用していくことを前提に大規模構造物

を建設する。なお、建設は複数年に及ぶものとし、必要な

資機材や人員はそれぞれ外部から調達するものとする。

左記の事業の事業

主体Bに所属するも
のとする。

(1)本論文において、あなたが取り上げるケースを明記し、それらの製品製造又は建設プロジェクトの概要を定

義せよ。定義に当たっては、選択したケースにおいて以後の(2)、 (3)の問いの解答に必要な事業モデルの内容

を記せ。特に、両ケースともそのプロジェクトを遂行する上で、必要とされる外部資源 (人
。モノ・資金。1青報など)や

外部環境を明確にせよ。以上を答案用紙1枚以内にまとめよ。

:髯符:鰺熙学:穐θ菫擁嶽毬鰊 百塀腑磯覧
上を答案用紙2枚以内にまとめよ。

(3)当該プロジェクトを提案する上で、(2)で挙げたシナリオについて2つを選び、それらに対し事業継続のため

事前に準備しておく対策案とそれを行う理由(又は狙いとする効果)及び対策実施上の留意点 (対策効果を発

揮するためのポイントや対策の実現性に関する注意点等)を、総合技術監理の管理分野の視点を用いて記述

せよ。以上を答案用紙2枚以内にまとめよ。

・プロジェクトを進めるうえで、いろいろな「不測の事

態」が発生し、事業が止まることがある。あらかじめ、そ

のような事態に直面しても、それらを予見。検討し、対

策をしていれば、プロジェクトヘの影響も少なくなる
。以上の記述から、答案をリスクマネジメントの観点で

記述すればよいと連想できる

・総合技術監理には、5つの管理分野の視点があると

いう説明

。建設部門の受験者のほとんどはケースIを選ぶだろ

つ
。受験者の自組織は事業主体Bであり、職務は管理職

と想定する

・答案用紙1枚目の最初に、取り上げたケースと建設

プロジェクトの概要を明記する
。プロジェクトの外部資源や外部環境は(2)のリスク抽

出に関連付ける

。建設中に、プロジェクトの存続を脅かす外部要因とそ

れによるプロジェクトヘ悪影響する3種類のシナリオ

を答案用紙2枚に記述する
。設問 (3)に おいて、総合技術監理の管理分野の視

点でリスク分析、リスク評価とリスク対策を行うので、

ここでは、シナリオから上記に対応したリスク抽出に

ついて記述する

。(2)で挙げた3つのシナリオのリスクからリスク対応方

針を決定し記述する。続いて、プロジェクトヘの悪影

響を低減するため、総合技術監理の5つの管理分野
の視点でリスク分析、リスク評価、リスク対策および

対策実施上の留意点を答案用紙2枚に記述する

できる。

また、リスク分析の発生規模や発

生確率は5段階程度が一般的だが、

記述では大中小や高中低の3段階が

簡潔で分かりやすい。数字の表記

は、それに注釈の記述まで必要とな

り字数を無駄に使うからだ。

論文例のなかでは、「自然環境を

踏ま 自然環境を最優先で工事を

を決定し、リスクを分析、評価し、

優先度に応じ対策を行った例を示し

ている。

投入できる資源が有限であるなか

で、リスク低減対策の間のトレード

オフの解決策は、以下のように考え

られる。

(1)リ スク値が大きいリスク低減対

策を優先する

(2)リ スク値が等しいリスク低減対

策であれば、リスク対応方針に沿う

対策を優先する

合否は記述式+択―式で60%

記述式の論文例について紹介して

きたが、見落としてならないのは総

監部門の合格基準は、

式の合計で60%(60点 )以上という

ことだ。限度はあるが、多少、

完成させる」というリスク対応方針 式の出来が悪くても択一式で点数を



■ 論文の構成と添削例

2.事業の存続を脅かすシナリオ
2-1 異常気象による労働災害や道路構造物の損壊
急な大雨や豪雪の頻発から、道路構造物やパイロット道路が、沢部や急峻部
で分断されたり、法面崩落、土砂流出などが発生し、建設プロジェクトに以下の

管理のリスクが出現する。
(1)安全管理の視点:集中豪雨や豪雪により地盤が緩みやすくなる。その状況

下での施工は法面作業や重機作業において、労働災害が発生する。

(2)経済性管理の視点:集中豪雨や融雪により道路分断や法面崩落、土石流
などによる道路や砂防の構造物の損壊が起こり、工事費が増加する。
2-2 希少動植物の踏み荒らし、および発見
希少動物や植物は事前調査により、…・。
(3)社会環境管理の視点:作業員が、残置された希少植物を踏み荒らしたり、工

事の騒音、振動により猛禽類の繁殖を阻害する。

(4)経済性管理の視点 :。・………………。

(中略)

3.事業継続のための事前準備対策とその理由
3-1 リスク対応方針
シナリオから特定したリスクから、リスク対応方針を「社会環境を踏まえ、自然環

境を最優先で工事を完成させる」とする。
3-2異常気象による労働災害や道路構造物の損壊
3-2-1 事前対策とその理由
前述のリスクに対し各管理の対策と留意点を述べる。以下のリスク値の大き
さは、この1贋番どおりである。
(1)安全管理の視点:労働災害を防止するため、次の対策を行う。
・山岳工事での法面工事や急峻部の重機工事は安全作業に習熟した作業員
を配置する。
・工事要員に山岳工事の特殊性と危険性を繰り返し教育するとともに、危険箇

所マップを作成し周知する。
(2)経済性管理の視点:工事費の増加を防ぐため、次の対策を行う。
・法面の裸地は直ちに地山に適した法面処理や雨養生を行い、法面の損傷を

防止する。
・沢部の橋梁下の断面を大きくし土石流による構造物の損傷や流出に備える。

3-2-2 対策実施上の留意点
建設中の対策では限度があるため、事業計画段階で綿密に検討しておく必

要がある。例えば、上下作業にならない安全及び重機作業計画やNE丁 IS技術を

用いた経済的な法面処理計画などがある。
3-3 希少動植物の踏み荒らし、および発見
3-3-1 事前対策とその理由
以下のリスク値は、ほぼ同じである。

(中略)

設問 (2)はシナリオから、リスクを特定、抽出するc総合技術監理の5つの視点か
ら述べようとすると解答範囲が限定的にな。り悩む元となる。リスク低減対策の具
体策が総合技術監理の5つの視点であると割り切ると解答が自由に、スムーズ
になる。以下のように変更するとよい。

1)リスク1:集中豪雨や豪雪により地盤が緩みやすくなる。その状況下での施工
は法面作業や重機作業において、労働災害が発生する。
2)リスク2:集中豪雨や融雪により道路分断や法面崩落、土石流などによる道路
や砂防の構造物の損壊が起こり、工事費が増加し、工期が伸びる。

3)リスク3:作業員が、残置された希少植物を踏み荒らしたり、工事の騒音、振動
によクリ猛禽類の繁殖を阻害する。

(中略)

設問 (3)は前述のリスクから、リスク対応方針の決定、リスクの分析、評価、対

策、対策実施上の留意点を順序立て、答案用紙2枚に収まるよう簡潔に記述す
る。対策実施上の留意点は、リスク対策相互に発生するトレードオフに主眼をお

いて解決策を記述する。3-2-1節以降を以下のように修正するとよい。

3-2-1 事前対策とその理由
前述のリスクに対し各管理の対策と留意点を述べる。以下のリスク値の大き
さは、この順番どおりである。
1)リスク1対策

(1)工事要員に山岳工事の作業の特殊性と危険性を繰り返し教育するととも
に、危険箇所マップを作成し周知する。(安全管理)
(2)山岳工事での法面工事や急峻部の重機工事は安全作業に習熟した作業

員を配置する。(人的資源管理)
2)リスク2対策

(1)法面の裸地は直ちに地山に適した法面処理や雨養生を行い、法面の損傷
を防止する。(経済性管理 )
(2)沢部の橋梁下の断面を大きくし土石流による構造物の損傷や流出に備え
る。(経済性管理 )
3-2-2 対策実施上の留意点
リスク1の対策は、リスク2の工事費の増加とトレードオフであるが、リスク値の

大きいリスク1の事前対策を優先する。
3-3 希少動植物の踏み荒らし、および発見
3-3-1 事前対策とその理由
以下のリスク値は、ほぼ同じである。
3)リスク3対策

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

獲得すれば合格できる。

択一式の勉強方法は青本を徹底的

に熟読し、理解することだ。例年、

択一式は青本から60～ 70%程度が

出題される。

今年から日本技術士会のホーム

ページの「試験。登録情報」に過去3

年間の問題が公表されている。加え

て、それ以前の過去問題を入手し出

題の傾向をつかんでほしい。

また、「青本」以外からの出題も

30～ 40%ある。それらの出題の多

くは計算問題かその年の トレン

ディーな話題だ。次に示す3点が出

題の要点といえる。

(1)社会問題の影響を受けた法改正

やガイドラインの概要と背景

(2)注 目される情報関連技術、環境

関連の最新情報

(3)経営工学の基礎的な計算手法

(ネ ットワークエ程の日数計算や信

頼性の計算など)

次回は、一般論文の添削例と試験

の直前対策を紹介する。
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